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背景・現状・課題の詳細

左記課題の解決のために
令和７年度に実施する具体的な取組

左記具体的な取組のうち、令和6年度にお
ける取組の評価・分析を踏まえた取組
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06364真室
川町

①学校運営上
の課題

01 教職員の
時間外勤務の

是正

町内の教員の13％超が、月45
時間以上の時間外勤務を行っ
ており、教員の業務負担軽減
による時間外勤務の縮減が課
題となっている。

・各小中学校への地域学校協働コーディ
ネーター配置を継続する。
・校内での役割分担を精査し、校外との連
絡調整業務をコーディネーターが中心的に
担うことができる体制を構築する。

地域学校協働コーディネーターを配置し、学
校運営や教職員にも役割が浸透しつつある
が、学校ごとに役割の活用度合に差異があ
るため、理解度を均一にし、教職員全体の
時間外勤務時間を縮減していく。

学校・家庭・地域の役割分担を
明確化することで、地域との協
働が推進され、教職員の業務負
担が軽減される。

月平均45時間以上
の時間外勤務を行う
教員の割合

13.4 % 12 13.6

02　本
年度の
目標値
を下回
り、取
組の工
夫・改
善が求
められ

る

・月30時間を超える勤務はやや減少し全体の半数以下と
なったが、月45時間以上の超過勤務の基準では微増となっ
た。
・中学校においては部活動に係る課題が解消されれば一部
の教職員の軽減が図られる見込みはあるが、小中学校とも
月45時間未満でも通常業務での時間外勤務は常態化され
ているため、引き続き常駐配置しているコーディネーターを
活用した日常での業務軽減につなげたい。

06364真室
川町

②学校と地域
の課題

03 学校支援
ボランティアの

確保・育成

各校の運営支援に携わってい
る地域ボランティアについて、
高齢化や少子化に伴うPTAの
減少等により確保、継続が難し
くなっている。

・現状ご協力いただいている地域ボランティ
アの活動継続を図りながら、次世代の人材
発掘を進めていく。
・学校ごとの名簿を共有するなど、学校区を
越え、町全体の地域ボランティアとして活動
できる環境を整備する。

学校運営協議会に地域の方が携わり、地域
に開かれた学校づくりを行ってきた。学校行
事に地域の資源を取り入れることにより、地
域の方が参画しやすい体制づくりを構築して
いく。

減少しつつある地域ボランティア
の人数確保と、それに伴う学校
運営への支援体制を構築する。

各学校へご協力いた
だいた地域ボラン
ティアの人数（累計）

1176 人 1200 1506

04　本年
度の目標
値を上回
り、課題
の解決に
向けて大
きな成果
が見られ

た

・町内各地区に読み聞かせを行うサークルが存在しており、
各校全てにおいて、定期的にサークルの方々による読み聞
かせの授業を取り入れている。
・地域の資源や特色を積極的に学校活動に取り入れている
ことにより、地域の方が学校に携わる機会が増えている。
・さらに、地域に開かれた学校を目指し、地域の方々が活躍
できる環境づくりを行っていく。

06364真室
川町

③学校と家庭
の課題

03 読書習慣
の定着・読書
体験の充実

デジタル環境の普及に伴い、
児童生徒の読書習慣が減少し
ている。

・各校に配置された地域学校協働コーディ
ネーターを中心に、図書環境整備を充実さ
せる。

学校ごとに読み聞かせの時間を充実させ、
読書への関心を深める活動を行う。また、図
書の紹介や配置を工夫するなど、児童生徒
に図書を身近に感じられる環境づくりを行
う。

子どもたちが読書に興味・関心
を持ちやすい環境を整備するこ
とで、日常的な読書習慣が身に
つく。

各校図書室における
児童生徒一人あたり
の年間図書貸出冊
数

47
そ
の
他

80 42

02　本年
度の目標
値を下回
り、取組
の工夫・
改善が求
められる

・図書の紹介や配置を工夫し、児童生徒に図書を身近に感
じられる環境づくりを行っているが、中学校においては生徒
の関心が減退傾向にある。
・町内全校への図書管理システム整備が完了し、利便性は
向上している。引き続き図書活用の環境づくりを推進し読書
量の増加に繋げる必要がある。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「学校・家庭・地域連携協働推進事業」で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定（実績値と達成度）

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

達成度（５段階の自己評価）

５…本年度の目標値を大きく上回り、設定していた課題が解決した

４…本年度の目標値を上回り、課題の解決に向けて大きな成果が見られた

３…本年度の目標値を達成し、課題の改善が見られた

２…本年度の目標値を下回り、取組の工夫・改善が求められる

１…本年度の目標値を大きく下回り、取組の抜本的な見直しが求められる
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